
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で
、

組
織
体
制
の
抜
本
的
な
改
革
に
よ

り
競
争
・
外
部
環
境
の
適
応
を
目

指
す
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
本
市
で
の

取
り
組
み
の
現
状
と
、Ｄ
Ｘ
推
進

に
不
可
欠
な
人
材
内
製
化
に
つ
い

て
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

持
続
可
能
な
組
織

運
営
を
図
る
た
め
、
将
来
的
に

様
々
な
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
利
用

が
想
定
さ
れ
る
が
、
本
市
で
は

様
々
な
業
務
を
正
確
か
つ
安
定
し

て
稼
働
さ
せ
る
こ
と
を
最
重
要
視

し
て
い
る
。
そ
の
運
用
の
た
め
の

知
見
は
職
員
に
必
要
と
考
え
て
い

る
。
将
来
必
要
に
な
ろ
う
高
度
Ｉ

Ｃ
Ｔ
人
材
は
、Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
I
Ａ

Ｓ
Ｐ
等
の
運
用
含
め
外
部
委
託
で

検
討
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
か
ら
一
般
の

職
員
向
け
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
変
更
し
た
。

　

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
動
向

に
つ
い
て
は
管
財
情
報
課
の
方
で

研
究
・
調
査
し
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
て
個
別
に
各
部
署
に
対
し
て

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
務
に
携
わ
る
職

員
へ
業
務
環
境
へ
の
不
備
が
一
部

に
見
ら
れ
る
が
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
始
め
と

す
る
電
算
管
理
分
野
に
係
る
人
材

育
成
は
、
情
報
管
理
部
署
に
て
電

算
管
理
の
業
務
経
験
・
知
識
を
有

し
た
職
員
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
図
り
、
職
員

全
体
の
育
成
教
育
を
進
め
て
い
る
。

　

本
市
の
様
々
な
業
務
に
係
る
電

算
シ
ス
テ
ム
は
、
根
拠
と
な
る
法

律
等
に
基
づ
き
信
頼
性
、
安
定
稼

働
を
最
優
先
に
し
て
い
る
。
そ
の

範
囲
内
で
電
算
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
・
導
入
に
対
応
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
内
製
状
況

答
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
職
員
研
修

秋
月
　
健
輔
　
議
員

（ 

南
風
・
維
新 

）

（出典）独立行政法人情報処理推進機構
「IT人材白書2020」

　
　
　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
後
継
者
が
農
業
を
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
中

核
的
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
の
か
が
、
重
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
で
課
題

を
共
有
し
解
決
策
を
考
え
持
続
的

な
地
域
農
業
の
未
来
像
を
描
く
。

　
　
　

市
政
協
力
員
制
度
の
廃
止

に
伴
い
、
地
元
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
専
任
担
当
者
を
置
く
べ
き
と

考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
の
事
務
局
で
あ
る

市
民
参
画
課
が
担
当
し
て
い
る
。

　
　
　

災
害
時
の
教
訓
と
し
て
女

性
ス
タ
ッ
フ
は
重
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

防
災
講
演
な
ど

の
事
業
や
備
蓄
内
容
に
つ
い
て
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
持
っ
て

検
討
す
る
。

　
　
　

高
齢
者
の
空
き
室
を
大
学

生
に
低
家
賃
で
提
供
す
る
「
ソ
リ

デ
ー
ル
事
業
」
を
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
き
た
の
か
。

　
　
　
　

高
齢
者
、
学
生
を
対
象

に
説
明
会
を
実
施
、
双
方
か
ら
の

希
望
者
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
事

業
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
負
担
軽

減
策
の
た
め
の
補
助
金
制
度
を
検

討
す
る
。

　
　
　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
拡
大

に
向
け
今
後
の
進
め
方
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
に
、

通
学
路
も
考
慮
し
た
幹
線
道
路
の

交
差
点
３
カ
所
含
め
、
６
カ
所
試

行
的
に
設
置
し
、
そ
の
成
果
を
参

考
に
計
画
的
に
進
め
る
。

　
　
　

市
道
責
谷
３
〜
６
号
線
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
表
面
が
劣
化
し

た
道
路
補
修
の
時
期
は
。

　
　
　
　
　
　

補
修
工
事
は
３
年

１
月
下
旬
か
ら
着
手
す
る
。

後
継
者
が
農
業
で
き
る
環
境
を

答
地
域
で
関
係
者
が
対
策
を

田
原
　
延
行
　
議
員

（
自 

民 

一 

新 

会
）

大住地域の田園風景

問

問

問

問問問

問問

　
　
　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
が
感
染
拡
大
の

元
凶
。
市
が
市
民
を
守
り
必
死
に

な
る
姿
が
見
え
な
い
。
税
金
で
購

入
し
た
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ

ラ
を
市
役
所
玄
関
に
置
い
た
り
、

市
民
に
接
す
る
保
育
士
、
消
防
職

員
な
ど
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
せ

よ
。
出
先
機
関
で
も
消
毒
や
体
温

チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
す
る
な
ど
最
善

の
努
力
を
す
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
定
期
的
に
実
施
す
る
も
の
で
は

な
い
。

　
　
　
　
　
　

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
カ
メ
ラ
は
感
染
を
確
認
で
き
る

も
の
で
は
な
い
の
で
設
置
し
な
い
。

　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
市
民

に
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
を

啓
発
す
る
市
が
、
浸
水
想
定
区
域

に
給
食
セ
ン
タ
ー
や
ゴ
ミ
焼
却
場

な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
、

信
頼
を
失
う
。
災
害
の
危
険
区
域

で
あ
る
こ
と
を
市
民
に
説
明
す
べ

き
だ
。

　
　
　
　
　
　

そ
れ
は
、
千
年
に

一
度
の
雨
を
想
定
し
た
も
の
だ
。

セ
ン
タ
ー
は
建
物
構
造
な
ど
に
配

慮
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
河
川
の
増
水
な
ど
の
情
報
や

危
険
を
住
民
に
理
解
を
促
す
も
の
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
や
女

性
の
孤
立
化
が
進
ん
で
い
る
。
高

齢
者
対
象
の
Ｉ
Ｔ
講
座
の
新
設
や

女
性
の
相
談
窓
口
の
充
実
を
す
る

べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
向
け

Ｉ
Ｔ
ミ
ニ
講
座
の
開
設
な
ど
を
検

討
す
る
。

　
　
　

洛
友
中
学
校
夜
間
部
が
入

学
資
格
を
府
外
に
ま
で
拡
大
し
た
。

徹
底
し
て
広
報
せ
よ
。

　
　
　
　
　
　

要
項
を
増
刷
配
架

し
、
市
の
広
報
に
掲
載
す
る
。

高
齢
者
向
け
Ｉ
Ｔ
講
座
新
設
を

答
ミ
ニ
講
座
新
設
を
検
討
す
る

次
田
　
典
子
　
議
員

（ 

市
民
・
女
性
の
会 

）

想定浸水深表示
（中部住民センター）

問問

 
 
 
 

 

農 業 振 興 に つ い て 

防 災 ・ 減 災 に つ い て 

 
性の多様性に対応した社会について 

市議会ホームページで提出された報告書を閲覧できます。 

問問

市
長

総
務
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

危
機
管
理
監

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

経
済
環
境
部
長

市
民
部
長

建
設
部
長

危
機
管
理
監

危
機
管
理
監

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登壇して質問する様子 

 

写真手前（議員席）には学生が着席 

写真奥（執行部席）には、市議会議員が着席 学生のみなさんと記念撮影 

（全員が瞬時、マスクを外して撮影） 

同志社女子大学生 と の意見交換会 
（学芸学部・メディア創造学科） 

市議会は、毎年、市民のみなさまに向けて議会報告

会を開催しておりますが、新型コロナウイルス感染症

が拡大している状況を踏まえ、令和 2 年度は報告会

に代わる事業として11月12日に同志社女子大学生

（学芸学部・メディア創造学科）との意見交換会を行

いました。 

 

愛称「キララちゃん議会」と名付け、京田辺市の観

光大使であるキララちゃんを議長に迎え、模擬議会形

式で学生から京田辺市に関するさまざまな意見を伺

いました。 

質問は、模擬議会にちなんで通告書形式を

とり、当日には学生に登壇の上、質問してい

ただきました。質問に対する答弁は市議会議

員のうち、各常任委員長が答弁を行った後、

総括質疑として関口英里教授に質問いただ

き、議会運営委員長が答弁しました。 

学生からのさまざまな質問に市議会議員は、するど

い角度からの質問に対し「驚いた、新鮮な気持ちにな

った」との感想がありました。今後もこのような、さ

まざまな形式での報告会も検討しながら、市民の貴重

なご意見を伺う活動を続けたいと思います。 

（主な質問内容） 

〇市の地域活性化への取り組みについて 

〇ウィズコロナ社会に向けての 

オンライン化（高齢者・災害時） 

〇農家の後継者不足の対策 

〇各駅・周辺の整備について 
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